
はじめにお読みください 
 

この文章は、研究室に所属する学生が研究活動の一環として作成してくれたも

のです。研究室セミナーの時間に輪番で発表してもらい、研究に関連した事項の

基礎知識の向上をはかりました。内容・文章ともに未だ不完全なものもあります

が、2018年度に調査してくれたものを公開いたします。 

 

※学生の作成してくれたファイルをそのまま公開しております。ところどころ

誤った記述もあるため、内容については保証いたしかねます。ご注意ください。 

（2019年度以降、少しずつ改訂していく予定です。） 

 

2018 年 3月 名古屋工業大学 川崎・石井研究室 

http://kawasaki.web.nitech.ac.jp/jp/tips/index.shtml 
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【ラマン・赤外分光法】 

数層グラフェンの層数をラマンで求める方法を説明してください。 

作成日： 2018年 6月 27日 

担当者： 石亀  

 ラマン分光法により最もグラフェンの積層数を求める方法として、Gバンドのラマン強度に着目する。

同じ条件で強度を測定すると n 層では n 倍の G バンドの強度が得られこの比例関係はグラフェン 10 層

程度であれば正確に反映される。しかし複数層のグラフェンは層と層の積層が必ずしも ABAB 積層であ

るとは限らない。(a)は最も安定なベルナル構造で(b)は ABCABC 構造である。天然黒鉛の中には 20%程

度は ABC 構造が含まれている。この 2 種類に関してラマン分光を用いて区別するには 1800 cm-1あたり

の微弱な面外振動由来の二重ラマン共鳴ラマンスペクトルを調べることで区別することができる。 

  

 

 

 また、近年、グラフェンを支持する基板からのラマン散乱光がグラフェンによって遮蔽されることが 

分かりこれを用いることにより単層から 30 層までのグラフェンの積層数が測定可能という報告もある。 

グラフェンを基板に転写する際に基板に用いる材料としてラマン活性を占めすものを用いることでレー

ザー光によりグラフェンと基板の両方のラマンスペクトルを得ることができる。1層のグラフェンは可視

光に対してほぼ透明であり 99.7%の光を透過する。逆に 2.3%の光は通さないため積層数が増加するにつ

れ基板のラマンスペクトル強度が減少する。この際に強度は 0.997 n ×0.997 n = 0.997 2nとなるため基板の

ラマン散乱強度が l0基板上に n 層のグラフェンがあるときのラマン散乱強度 lnをとしたときの各ラマン
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強度とグラフェン積層数の関係は、ln/ l0= 0.997 2nで表すことができる。 
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